佐賀市食育推進協議会の会議結果について

令和８年７月２４日に開催しました会議の概要は下記のとおりです。

記

◆  開催日時
令和８年７月２４日（金）１４時００分　～　１５時３０分

◆  開催場所
佐賀市保健福祉会館　１階　きらきら学習室

◆  出席者
◎出席者名（敬称略、五十音順）
池田龍二、外戸口綾子、澤野香代子、田中賢一、原田洋子、福田崇春、松信裕子、
山口勝也、山口由美子

◎事務局
[bookmark: _Hlk239413018]諸永健康づくり課長、山本健康推進係長、納江政策主査、内田技師、百崎主事

◆  傍聴者
なし

◆  議事要旨
（１）開会

（２）健康づくり課長あいさつ

（３）議事
第４次佐賀市食育推進基本計画について【資料１】
・第３次佐賀市食育推進基本計画の最終評価について【資料２】【資料３】
[bookmark: _Hlk239413163][bookmark: _Hlk239413367]・第１回佐賀市食育推進基本計画策定員会の意見【別紙４】

≪事務局説明≫

≪質疑応答≫
〇委員
資料1の3ページについて、朝食や主食・主菜・副菜、野菜摂取などの成績が下がっているが、年代別の状況や、特にどの年代に課題があるのかが知りたい。

〇事務局
成人の朝食喫食率について、年代別に見ると、「ほとんど食べない」が20歳代で21.4％、30歳代で20.9％となっており、40歳代以降と比べて割合が高くなっている。主食・主菜・副菜を組み合わせた食事についても、「ほとんどそろわない」が20歳代7.1％、30歳代14.4％と高い状況である。野菜摂取についても、20歳代・30歳代は、40歳代以降と比べて「ほとんど食べない」割合が高い傾向にある。

〇委員
若い世代で朝食を食べない人が多いということだが、その理由は把握されているか。

〇事務局
朝食を食べない日がある人の就寝時間を見ると、「ほとんど食べない」人は24時以降に寝ている割合が高くなっており、就寝時間が遅いことも一つの要因として考えられるのではないかと思う。

（1）方向性1「生涯を通じた心身の健康を実現する食育の推進」について
〇事務局
高校卒業後のタイミングで朝食を食べなくなる傾向が見られることから、高校生という時期が一つのポイントになるのではないかと考えている。高校生の食に関する実情や、卒業後に向けてどのようなことができるかについて、高校現場から見た状況をお聞かせいただきたい。

〇委員
高校卒業後に朝食を食べているかどうかは学校では把握が難しい。在学中については県の調査があるが、本校では朝食をほとんど食べていない生徒が非常に多いという印象はない。部活動をしている生徒は、食事について自分で気をつけているところもあり、よく食べていると感じる。
高校には給食もなく、栄養教諭もいないため、食育としての取組は少ない。家庭科の授業の中で食生活を扱い、食の大切さや自分自身の食生活について考える授業は行っている。ただ、高校生の間は、家庭で保護者が用意してくれる食事の影響が大きいと思われる。本校では、保護者の方がきちんとされている家庭も多く、生徒も比較的きちんと食べている印象だが、学校によって状況はいろいろあると思われる。

〇委員
朝、登園してくる園児の中には、車の中で何かを食べながら来る子がいる。朝早く起きて、家庭でみそ汁やご飯などを食べてから登園する子どもは、以前より減っているように感じる。また、遠足などで弁当の中を見る機会があるが、卵焼きや揚げ物、ブロッコリー、ミニトマトなどと、料理の仕方やレシピの幅が狭くなっているのではないかと感じることがある。
現場で子どもたちを見ていると、家庭での食生活について考える必要があると感じる。

〇事務局
家庭の生活様式や社会情勢が変わる中で、スーパーでは簡便な商品の需要も高まっていると思う。簡便でありながら栄養をとりやすい商品や、社会情勢に応じた商品展開について、何か取組があれば教えていただきたい。

〇委員
スーパーでは基本的に、お客様が求める商品をそろえるため、パンや菓子、すぐ食べられる商品などはどうしても多くなる。米の価格が上がった影響もあり、パンや麺類の購入頻度が上がっている。店舗が栄養面の取組を独自に行うことは難しいところもあるが、メーカーから食や栄養に関する取組の提案をいただくこともあり、そうした取組を一緒に進めているところである。
また、野菜については相場に左右され、5月、6月頃の価格が下がった時期には購入頻度も上がり、1人当たりの買上げ点数も増えていた。冷凍のブロッコリーやほうれん草など、使い勝手のよい冷凍野菜の購入も増えており、野菜の購入が全体として下がっているという感覚はあまりない。ただ、地場野菜については、猛暑の影響で十分な量が流通しないこともあり、地産地消を進めにくい面はあると感じる。

〇委員
働き盛り世代の食育にどう取り組むかは、保健所の中でも話題になっている。健康経営の取組が進んでいる大きな企業もあるが、そうした取組が難しい中小企業の働き盛り世代にどう働きかけるか、大きな課題だと思う。商工会などとも連携しながら、少しずつ進めていきたい。


〇事務局
市でも企業へのメール等で栄養について周知を行っているものの、なかなか届きにくいところが課題である。食育や食に関する情報を届けるための有効な方法やツールについて考えていきたい。

〇委員
私たちは保育園にも出向いて、子どもたちにお茶のおもてなしの仕方を教えており、その活動を通して、最終的には保護者の方にも接する機会がある。例えば保育園の遠足に、生産者の方とつながる体験をプラスし、野菜がどのように育っているのかを見るといった取組も考えられるのではないか。子どもだけでなく、保護者にも見てもらうことが大切だと思う。
野菜摂取を増やす取組は若い世代がターゲットになると思うので、若い保護者に働きかけることや、高校生のうちに生産現場を見ておくことは非常に大事だと思う。

〇事務局
地域での食育の担い手として、ヘルスメイトの方々に活動していただいている一方で、高齢化や共働き、定年延長などにより、若い方が入りにくくなっている状況もあると思う。現場ではどのように感じておられるか。

〇委員
ヘルスメイトは、養成講座を修了した人が会員になる仕組みのため、誰でもすぐ入れるわけではない。一般公募も大切だが、地域で開催している料理教室に来ている方に声をかけている。
以前は養成講座に80人を超える受講者がいた時期もあったが、今は20人程度で、受講生を増やしていく努力が必要だと感じており、理事会でも話をしたいと思っている。

〇事務局
市としても、オンライン申込みなどを活用しながら周知を工夫していきたい。また、保護者や企業など様々なところを通じて食生活について伝える方法を考えていきたい。野菜摂取についても、推定野菜摂取量を測定する機器を導入しており、様々な場面で活用しながら取組を進めていきたい。

（2）方向性2「食卓と生産現場をつなぎ、食文化を次世代に伝える食育の推進」について
〇委員
15年ほど前に「大豆100粒運動」という活動を始め、10年間続けた。その後、コロナ禍で5年ほど休んでいたが、昨年度から兵庫小学校の4年生で取組を再開し、今年度は開成小学校の4年生と実施する予定。食育も農業体験も、みんなの力を合わせないと絶対にできない。市役所の中でも、いろいろな部署や関係者がつながらないと難しいと思う。
私は学校評議員もしているが、佐賀は農業県なのに、職場体験で農業の現場に行く機会が少ないのではないかという話をしたことがある。生産者が人手を必要としている時期に、学校の職場体験などで子どもたちが現場に行くことができれば、生産者も喜ばれるのではないか。家庭科の先生方などとも組んで、提案していければいいのではないかと思う。
佐賀市産の食材を意識して購入する人の割合も下がっている。以前あった取組が終わったことなども、少しは影響しているのではないかと思う。お金をかけなくてもできる方法を、みんなで知恵を出し合うことが必要。
体験を通した活動は、子どもたちの記憶に残っている。15年以上前に大豆100粒運動に参加した子どもが、私の名前を覚えていて声をかけてくれたこともある。それほど印象に残る活動ができている。大人になって子どもができた時に、自分もやってみようと思ってもらいたい。食育はすぐに答えが出る活動ではないので、まずはみんなで手をつないでいくことから始めることが大切だと思う。

〇委員
行政の皆さんの横のつながりは非常に大事だと思う。以前、県の旅館組合青年部長をしていた際に、県内の旅館で出される海苔が、安い味付け海苔を出しているところ、質の高い焼き海苔を出しているところと別れていた。佐賀には全国に誇れる海苔があるため、旅館で焼き海苔を活用する取組を県に持ちかけた。
その際、有明海漁協や県の流通関係、商業・観光関係の部署など、様々なところに協力をお願いし、つないでもらった。旅館組合青年部としても、質のよい佐賀海苔を使うことを呼びかけ、朝食などで提供する取組につなげた。その後は、生海苔を旬の時期に泊まりに来られたお客様に出す取組も行った。

〇委員
保育園の年長児を対象に、急須で入れる煎茶の入れ方やいただき方を、6回シリーズで行っており、最終日は子どもたちが保護者をもてなす取組をしている。保護者からは、「お茶っていいですね」、「子どもの成長がよく分かりました」といった声をもらう。食そのものだけではなく、子どもへの接し方や親御さんの気持ちにも変化が見られる取組だと感じる。
1回だけではなく、6回続けて行うことで、子どもたちの記憶にも残る。以前は、公民館で小学生と地域のお年寄りが交流し、お茶でもてなす取組も行っていた。今後は、保育園児だけでなく小学生や児童クラブなどにも広げていきたいと思っている。家庭では急須で入れたお茶をほとんど飲まないという方も多くなっているが、活動の後に「急須を買おうと思った」という保護者もいる。子どもを通して保護者に伝わり、家庭が変わっていく方法もあると思う。

（3）方向性3「持続可能な食を支える食育の推進」について
〇委員
スーパーでフードドライブを月初めに実施しており、取組もかなり定着してきた。また、食品ロスについて、店舗運営上、廃棄率を非常に重視しており、発注システムなどを使い、廃棄や過度な値引きが出ないように取り組んでいる。
現在はAIを使った値引きの仕組みを導入している。例えば夕方に商品をスキャンすると、その時間帯に何割引きにすれば売れやすいかというデータが表示され、毎日使うことでAIが学習し、最適な値引率を出してくれる。こうした仕組みも活用しながら、廃棄が出ないように取り組んでいる。また、環境負荷が少ない商品やペットボトルなどについては、売場のポップで「持続可能な商品」であることを伝えながら販売している。

〇事務局
方向性3では、時代に合った食育として「共食」についても意見が出ている。持続可能な食生活を考える上では、環境への配慮だけでなく、家族や地域の皆さんと一緒に楽しく食べることも大切。地域の中で、誰かと一緒に食べる共食の場がどのようにあるのか、御存じのことがあれば教えていただきたい。

〇委員
私の地域にはまちづくり協議会があり、そこで料理を作って、皆さん一緒に食べる機会をつくっている。そういう場をつくることもひとつの役目だと思っている。
一人で食べているという方も多いが、公民館に来ればたくさんの人がいるので、一緒に食べる機会をつくることはできると思う。参加者から必要な費用をもらうなど工夫しながら、取組を継続させていきたい。

〇委員
私たちはお茶を使った活動をしているが、お茶を抽出した後の茶葉は多くが残されている。そこで、茶殻を捨てるのではなく、ポン酢を使って最後に食べてもらう取組を行っている。県でも食品ロスを重視されているので、茶殻やお茶そのものを有効に活用する方法を考えたい。

〇委員
昔は、旅館にお客様が来られたら客室まで案内し、お茶を入れて差し上げることが普通だったが、客室まで案内しない旅館も増え、部屋にはティーバッグのお茶を置いてあることが多くなった。うちは今でも急須を置いているが、お茶の入れ方が分からないお客様もいらっしゃる。
また、旅館のスタッフでもお茶の入れ方を知らない人もいる。日本旅館として、お茶というものをもっと真剣に扱っていかなければならないと感じている。お茶の生産者とも連携しながら取り組んでいきたいと思う。

（4）全体を通した意見・提案
〇委員
私の家でも家族が同じ時間に食べることが少なくなっている。朝、みそ汁を用意しておいても、子どもたちは朝御飯を食べないこともある。時間がない中で、途中のコンビニで何か買えば食べられるという生活のサイクルになっているのだと思う。
お金を出せばどこでも食べ物を買えるようになり、みんなで「いただきます」と食べる機会が少なくなっているのは、少し寂しいと感じる。昔の生活にそのまま戻るのは無理だと思うが、その中でも、「佐賀市の人は食についてこうあってほしい」という目標を持つことは大事だと思う。
以前、貸し農園の活動に関わった際、野菜の花がとてもきれいだということを知り、農業体験を通して、野菜がどんな花を咲かせるのか、どのように育つのかを子どもたちに見せてあげたいと思った。そういう現場があちこちに増えればいいなと思う。

〇委員
一つのアイデアとして、夏休み等の自由研究として、「我が家の晩御飯はどこから来た」といったテーマを小学校や中学校に投げかけてはどうか。晩御飯に使う食材の買い物に行き、産地を調べ、どこの食材を使っているのかを記録するといった取組を通して、佐賀市の食材や地産地消、自給率などに関心を持ってもらえるのではないかと思う。
また、食育川柳のようなものを集めるのも面白いと思う。JAや企業などと一緒に取り組み、商品ラベルに食育に関する情報を書いてもらう方法も考えられる。企業にとっても、値段を下げるのではなく、商品の価値を伝えながら売る仕掛けづくりにつながると思う。そういう取組を一緒にやっていけたらよいと思う。
さらに、食育に力を入れて取り組んでいる団体を評価する仕組みとして、「佐賀市の食育賞」のようなものを作るのはどうか。新しく作るのが難しければ、既存の「まなざし大賞」などに食育部門を設ける方法も考えられると思う。表彰が活動の目標ややりがいになり、商業施設などで発表することで、団体同士や地域とのつながりも生まれるのではないかと思う。
市内のパン屋さんや小売店などと共に取り組み、食育の情報を伝えるツールとして使うこともできると思う。難しいことをしなくても、お金をあまりかけずにできることはたくさんあると思う。


（４）閉会


